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カタール、LNG生産能力 7,700 万トン／年を達成

　カタール政府が2010年末を期限に目標としてきた国内LNG生産能力7,700万トン／年を達成し、

12月13日、生産施設があるラスラファン工業都市で記念式典が開催された。

　

　式典にはLNG輸出先23ヵ国を含む国内外から政府／産業界の要人をはじめ、芸術、メディア、

エンターテインメント及びスポーツ界を代表する著名人約1,200人が出席。アティーヤ第二副首相

兼エネルギー産業相は、「カタールが世界へのLNG供給国として一層重要な国家となったことに関し、

ハマド首長及び国民の皆様に祝福の意を表したい」と述べた。同相はまた、僅か14年でゼロから7,700

万トン／年の生産能力を実現したことに触れ、世界 LNG市場の革新者としての立場を強調した。

　

　カタールは1996年にLNG生産を開始。同国北部沖合に位置する世界最大規模のノースフィール

ド・ガス田を供給源としてカタールガス／ラスガスLNGプロジェクトを推進している。最近では11

月末にカタールガス3プロジェクト（トレイン6、生産能力780万トン／年）がLNGの出荷を開始

したほか、カタールガス4プロジェクトのトレイン7（生産能力780万トン／年）も12月中に生産

開始を予定しており、メガトレイン（生産能力780万トン）6基を含む14基の液化トレインを擁す

る世界最大のLNG生産国／輸出国となっている。【北川】

（カタール国営石油会社（QP）／カタールガス・オペレーティング・カンパニー／ラスガス・プレ

スリリース、LNG Journal、Bloomberg、日本経済新聞　12月13－14日）

※  関連記事

第 991 号「カタールガス 3が LNGを初出荷」

第 988 号「カタールガス 3プロジェクトが生産開始」




